








要約：東京都内某区と某県の小中学校の養護教諭を対象に,川崎病罹患児の医学的管理や

生活管理状況と必要な資料について調査した。結果,数は少なかったが不適切な管理がな

されている例が発見された。同時に川崎病罹患児の管理に学校群差,地域差があることも

判明した。そこで,川崎病罹患児や関係者用の教育用資料を作成し,全国的に統一のある適

切な管理指導が出来るようすることの必要性が明らかになった。


